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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

11月25日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本を
通じて親子が共有する時
間をもちましょう。

11月１日（火）から７日（月）まで県民週間が行われて
います。期間中の取組として，「自由参観」，「心の教育の
日」（全学級での道徳授業の公開），「学習発表会」などを
実施する予定です。たくさんの方々に元気な子どもたちの
姿を見てもられたら嬉しいです。

11/ 1 (火) 地域が育む「かごしまの教育」

県民週間 自由参観 ～７日

11/ 6 (日) 学習発表会

11/ 7 (月) 振替休日

11/９ (水) 市小中学校音楽発表会

11/10 (木) 愛護センター合同補導

11/12 (土) 土曜授業

11/15 (火) 児童生徒集会（任命式）ALT

11/17 (木) サシバ講演会

11/18 (金) 社会科見学

市中学校英語スピーチ・弁論大会

11/20 (日) 炭づくり（木の伐り出し）

11/22 (火) 炭の木入れ ALT

11/25 (金) 親子読書の日

11/29 (火) 小中別集会 SC来校

11/30 (水) 期末テスト１日目

12/1 (木) 期末テスト２日目

12/2 (金) 期末テスト３日目 委員会活動

本年度の標記調査（対象：小６，中３年生）の

県と全国の結果については下記の通りです。今年

は中３の受検者がいませんでしたので，小６のみ

を公表します。今後も児童生徒の学力を高めるた

め，教職員一丸となって取り組んでまいります。

小６国語 小６算数 中６理科

全国 65.8 63.3 63.4

鹿児島県 63.7 63.5 67.7

本校 55.4 56.3 60.3

【本校の結果の分析と解決策】

○小６（国語の学習指導の改善策として三角ロジックを

活用して根拠を明確にして表現する練習を積み重ねる。

算数の授業においては日常の具体的な場面に対応させな

がら割合について理解したり，図や式などを用いて基準

量と比較量の関係を表したりすることができるようにす

る）

10月27日（木）の４，５時間目にALTのテニー先
生と一緒にハロウインパーティを行いました。
テニー先生からハロウインのことを詳しく教えて
もらい，その後，楽しくゲームをしました。

10月18日（火）の緑化活動の
時間にマリーゴールドの花摘みを
しました。枯れかけた黄色や橙色
の花を全校生徒で摘んでいきまし
た。再び新しい蕾から花が咲き，
私たちの目を楽しませてくれるこ
とでしょう。

10月20日（木）の５時間目に小学校５・６年
生で国語の研究授業が行われました。安田先生
と子どもたちが，一生懸命に取り組みました。

11月2日（水）の６時間目に立会演説会が行わ
れ，中学１年生の保枝志琉さんが立候補してこ
んな学校を目指したいと力のこもった演説をし
ました。

鹿児島県人は全国一の褒め上手 

 崎原小中学校 校長 鑪 謙治 
 7 月２７日付けの南日本新聞に「鹿児島県人は全国一の褒め上手」という話が掲載されて
いました。どうやらロート製薬が実施した都道府県ランキングの結果で，全国の 20 歳以上
の男女千人を対象に行った調査とのこと。「よいと感じたことは小さいことでも褒めますか」
の質問に「褒める・褒めることが多い」と答えたのは３７％。「褒めることもある」を加え
ると７９．８％と８０％もの人が「小さなことでも褒める」という県民性とのことでした。
 「自分は褒められて伸びるタイプです。」という子たちは年々増えているような気がしま
す。私は幼少期からたくさん叱られてきましたので，どちらかといえば「褒められて伸びる
タイプ」ではないかもしれませんが，やっぱり褒められれば嬉しいものです。そんな「全国
一の褒め上手の県」に住んでいると思うと，とても誇らしく思います。 
 一方，オーストリア出身の心理学者アルフレッド・アドラーは，「褒める行為については，
上から下への評価という側面があり，操作する目的が潜む」と指摘しています。簡単に言う
と大人から褒められ，そこばかりを頼りにしていると，自分の能力を信じない人になってし
まう危険性があるということです。だから，褒めるという行為より，常に対等な立場で感謝
や尊敬，喜びを伝えることが大切で，そんな言葉をかけられた人は，勇気づけられ，自身が
有益な存在なのだと実感するというのです。 
 私は，２６年半教師という仕事を続けてきましたが，褒めることで子どもたちを操作しよ
うとした時期もありました。しかし，それは一時的な効果はあったものの，成果は上がりま
せんでした。一人一人の能力を見ながら，本当に素晴らしいときにその行いを褒めてきまし
た。しかし，なかなか「本当に素晴らしい」までいかない子どももいました。そのときは，
時間をかけて「本当に素晴らしい」といえるまで待ったり，チャンスを作ったりしてきまし
た。教え子たちが成人式を迎えたとき，褒められるまで時間がかかった子たちの方が，褒め
られたことをよく覚えていました。そして，その褒められたことは継続して続き，今でも続
けている子が多かったです。 
 「琴線に触れる」という言葉があります。琴線とは，物事に感動しやすい心を琴の弦に例
えたもので，よいものや素晴らしいものに触れて感銘を受けることを表しています。学校現
場には，常に感動があふれています。私はいつも「物事に感動しやすい心」をもち，感動し
たときに，それを常に相手に伝えられるような人物でありたいと思います（残念ながらなか
なかできませんが…）。先日，ある子が校長室まで来て「校長先生って，ずっと高いところ
にいて，自分たちが手の届かないような人だと思っていましたが，先生はいつも私たちの近
くにいてくれてうれしいです。」といってくれました。この言葉は私が生きてきて一番嬉し
い一言でした。私はこれからも子どもたちに近い校長、保護者に近い校長でありたいと思い
ます。 
 




